
日本原子力学会 標準委員会 システム安全専門部会 水化学管理分科会 
第１２回 ＨＷＣ標準作業会 議事録 

 
１．日 時 ： 平成２３年３月４日（金） １３：３０～１７：００ 
２．場 所 ： 東京大学 工学部 ８号館 ２階 ２２２会議室 
３．出席者 ： （敬称略） 
 （委 員）内田、高木、和田、小野、上山（寺門代理）、久宗 
 （常時参加者）北島、太田、塙 
４．配布資料 ： 
 １２－０ 第１２回 ＨＷＣ標準作業会 議事次第 
 １２－１ 第１１回 ＨＷＣ標準作業会 議事録（案） 
１２－２ 「ＨＷＣ標準」の構成と目次案 
１２－３ ラジオリシスモデルのＶ＆Ｖについて 
１２－４ ＨＷＣ作業会資料＜評価手順イメージ＞ 

５．議事概要 ： 
（１）出席者の確認 

 出席者の確認を行い、委員８名中６名出席しており、必要な定足数を満

足していることを確認した。 
（２）前回議事録確認 

 久宗幹事より、資料１２－１「第１１回 ＨＷＣ標準作業会 議事録

（案）」の説明があり原案どおり承認された。 
（３）ＨＷＣ標準の作成について 

 ＨＷＣ標準の作成を検討する上で、安全性を考慮した場合には多くのマ

ージンを見込むため、真値からの偏差が大きくなることが懸念される。 
一方、原子力学会標準「発電用原子炉施設の安全解析における放出源の

有効高さを求めるための風洞実験実施基準」における計算は、Ｖ＆Ｖ（検

証：Verification と妥当性確認：Validation）法で評価することにより、シミ

ュレーション結果の信頼性を具体的に確立する手法として用いている。 
このため、ＨＷＣ標準の作成においても、Ｖ＆Ｖ法を用いて概念モデル

を実験データにより検証し妥当性を確認することとした。 
また、Ｖ＆Ｖ法においては、品質保証（ＱＭＳ）に従うことが重要であ

り、標準本文に「ＱＭＳに従わなければならない」と記載する必要がある。 
 今後の作業会において、ラジオリシスおよびＥＣＰ評価における検証：

Verification と妥当性確認：Validation を踏まえた標準案を作成し、Ｖ＆Ｖ法

の専門家のレビューを受けることとした。 
なお、必要に応じてＶ＆Ｖ法の専門家をＨＷＣ標準作業会の委員に加え

ることを検討することとした。 
（４）その他 

 次回（第１３回ＨＷＣ標準作業会）は、４月２６日（火）１４：００～

１７：００に原電本店２階の第４会議室で開催することとした。 
 

以上 
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